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教科に関する調査結果 

 

 

・１ページ目には、概要版で示した各教科の結果概要と結果チャートと該当教科の対全国比経年比較のグラフ、

今年度の結果から「がんばりが見えたところ」を載せています。 

・２ページ目には、「調査結果から見えた課題」と、学力向上に向け、「学校では、このようにやっていきます」、 

「家庭では、こんなことをやってみましょう」、そして、今回の結果から「効果があった学校の取組例」を載 

せています。また、大阪市の取組と関連付けるよう欄外に関連を示すページを載せています。 

・３・４ページ目には、Ａ問題の課題と指導のポイント、Ｂ問題の課題と指導のポイントを示しています。それ 

ぞれの指導のポイントの横にある   は、「waku×2.com-bee（大阪市の授業のスタンダード）」の３つ 

の学 beeをそれぞれ表しています。詳細については 2８ページに掲載しています。 

 

「考え表現する学 b
ま な び

ee」                

 

 

「話し合う学 b
ま な び

ee」  

 

 

「めあてを振り返る学 b
ま な び

ee」  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P５ 

P９ 

P17 

小学校国語 

P13 

小学校算数 

まなび 

中学校国語 

わ く わ く コ ン ビ ー 

中学校数学 
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Ａ問題 平均正答率：71％（全国：74.8％） 平均無解答率：3.0％（全国：2.8％） 

Ｂ問題 平均正答率：53％（全国：57.5％） 平均無解答率：4.6％（全国：4.3％） 
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○ 国語Ａ「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の問題にがんばりが見られます。 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

全国

大阪市

52.9 

43.3 

45.2 

55.3 

1.7 

0.7

0.0 

0.0 

よく行った どちらかといえば行った
あまり行っていない 全く行っていない

全国

大阪市

18.0 

17.2 

61.1 

70.4 

19.5 

12.4 

1.4 

0.0 

よく行った どちらかといえば行った
あまり行っていない 全く行っていない

※平均正答率及び平均無解答率については、Ｐ.2の表を参照のこと。 

  

領域・観点・問題形式別の状況は概ね全国と同傾向 

結果チャート 

※ 対全国比については、悉皆調査の平成 

  25，26，27，28，29年度を取り 

  上げています。 

 

※ グラフは、全国の平均正答率を１と 

したときの国語Ａ・国語Ｂの大阪市 

の割合を表したものです。 

ことわざの意味を理解する問題の正答率 

児童質問紙    学校質問紙  学    児 

国語Ａ「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の問題の対全国比 

児 

 

○ 授業では基礎・基本の定着をめざした指導が行われています。 

国語の指導として補充的な学習を行った 
（肯定的回答  大阪市:87.6％ 全国:79.1％） 

漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる

授業を行った（肯定的回答  大阪市:98.6％ 全国:98.1％） 

肯定的な 

回答が 

全国を 

上回って 

います 

 学

「言語についての知識・理解・技能」にがんばりが見られます 

68.5

88.9 

60.0

80.0

100.0

H25 H29

【Ｈ25】ことわざの 

意味として適切なものを 

選択する問題（Ａ２一） 

「石の上にも三年」 

 学

■ Ｂ問題では、「読む能力」「記述式」等の項目で低い値を

示しています。 
■ Ａ問題では、「書く能力」等の項目で低い値を

示しています。 

【Ｈ29】ことわざの 

使い方の例として適切なも

のを選択する問題（Ａ５ア） 

「三度目の正直」 

過去の同趣旨の問題との比較 

国語Ｂ 国語Ａ 

対全国比経年比較 
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全国

大阪市

38.2 

33.1 

44.6 

43.3 

14.0 

18.8 

3.0

4.8

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

全国

大阪市

26.1 

23.0 

41.9 

36.7 

25.1 

29.4 

6.7 

10.7 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

全国

大阪市

46.9 

39.7 

37.6 

39.2 

12.5 

16.3 

2.8 

4.5 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

  

  

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大阪市の取組 「学習教材データの配信」（Ｐ.40）「学校力UPベース事業の実施」（Ｐ.41）「主体的・対話的で深い学びの推進」（Ｐ.42）

「ICTを活用した教育の推進」（Ｐ.44）「学校図書館活性化事業の実施・学校図書館活用推進事業の実施」（Ｐ.44） 

・ 日常会話で相手の話を注意深く聞き、話の展開に応じて様々な内容を話すようにしましょう。 
・ 日々の発見や感動した出来事をノートに書くようにましょう。 
・ 興味関心のある事柄を、本や辞典、インターネットなどを活用して調べてみましょう。 

 

手紙の構成を理解し、後付けを書く問題の正答率 

ア ド バ イ ス を 基 に 募 集 文 を 書 く 問 題 の 正 答 率 

【アドバイス】文を基

に水やりに協力してく

れる人を募集する文を

書く問題（Ｂ２三） 

手紙の後付けに必要な日

付、署名、宛て名の位置

について選択する問題  

（Ａ２二） 

肯定的な回答が全国を

下回っています 

 

発言の意図を捉える問題の正答率 

話合いの中で発言の意

図として適切なものを

選択する問題 

（B３二） 

手紙の構成を理解することに努力が必要です 

授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活にいか

している （肯定的回答 大阪市:76.4％ 全国82.8%） 

目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことに努力が必要です 

 

自分の考えを広げたり、深めたりするための発言の意図を捉えることに努力が必要です 

・ 「学習教材データの配信」を活用して、漢字など基礎・基本の定着を図っています。 

・ 習熟度別少人数授業を計画的に行い、個に応じた学習を進めています。 

・ 自分の考えをしっかりもたせて、話し合う活動を行っています。 

・ 学校図書館の整備を図り、読書タイムを設定し、本に触れる機会を多くしています。 

・ 低学年から朗読を取り入れ、表現性を高めて伝え合う活動を行っています。 

・ タブレット端末などのＩＣＴ機器を使い、表現力・伝達力を高める取組を行っています。 

 効果があった取組例 

28.5
33.0 

20.0

30.0

40.0

大阪市 全国

37.5
41.5 

30.0

40.0

50.0

大阪市 全国

22.9

28.0 

10.0

20.0

30.0

大阪市 全国

 児   

・ 自分の考えがどの叙述に基づいているのかを明らかにしながら他者と交流することで、自分の考
えが明確になるということを実感できるようにします。 

・ 言語活動の充実を図り、話し手の意図を捉え、話す力と聞く力を育みます。 
・ 学校力ＵＰベース事業（習熟度別少人数授業）を通して、学習への意欲を高めるとともに、個に
応じた指導を進めます。 

・ 「学習教材データの配信」などを活用し、漢字や語句の意味など、基礎的・基本的な事項の定着
や知識を活用する力を育みます。 

・ ＩＣＴ機器の活用により、視覚的に分かりやすい授業を行い、子どもが教え合い学び合う協働的
な学びを進めます。 

・  

学校で 

家庭で 

肯定的な回答が全国を

下回っています 

肯定的な回答が全国を

下回っています 

学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていた
（肯定的回答 大阪市:78.9％ 全国84.5%）  児   

目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書い

たりしている（肯定的回答 大阪市:76.4％ 全国82.8%） 
 児   
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学習指導要領における領域  [第５学年及び第６学年]  伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

【 国語 Ａ】（主として「知識」に関する問題） 

学習した漢字を字形に注意しながら繰り返し書い

て練習することのみならず、同音異義語に注意する

など、漢字のもつ意味を考えながら、文や文章の中

で正しく使うことができるような指導の工夫が必要

である。 

語彙を広げながら正しく適切に漢字を表記できる

ようにするためには、国語辞典や漢字辞典を日常的

に利用して調べたり、類語辞典などを用いて語句の

適切な用い方を調べたりする習慣を付けることが大

切である。そのためには、辞典利用について学習す

る第3学年から意図的、計画的に指導することが必要

である。 

課題と指導のポイント 

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くこと 

国語辞典や漢字辞典の利用を習慣付け、当該学年までに

配当されている漢字を習得できるようにする 

７ ★◆▼漢字を書く。（１）参加たいしょう        〔正答率 大阪市:33.4％ 全国:42.0％〕 

 ◆▼漢字を書く。（２）4年生のきぼう者       〔正答率 大阪市:64.5％ 全国:80.0％〕 

★ 調査問題の中で大阪市の子どもたちの平均正答率が特に低い問題 

◆ 全国と比べて平均正答率の差が大きい問題 

▼ 大阪市として継続して課題が見られる問題 

手紙の構成を理解し、後付けを書くこと 

課  題 

設問の概要 

基本的な構成に基づいて手紙を書くことができるようにする 

手紙を書く際は、「前文」、「末文」、

「後付け」といった手紙全体の構成

や、後付けにおける署名と宛て名の位

置関係といった手紙の基本的な形式

などについて指導することが大切で

ある。 

手紙を書く学習活動を、国語科と関

連を図りながら、各教科等に意図的、

計画的に設定することが重要である。 

縦書きの手紙の場合、相手の名前を最終行の上の位置に書くことで、相手への敬意を示す

ことにつながります。手紙の形式がもつ意味を理解しておくことが大切です。 

活動例２ 

〈具体的な指導事例〉 
１同音異義語の例を示し、その他の同音異義語を
教科書などから探す。 

２探した同音異義語の意味や使い方を整理して、
カードをまとめる。 

手紙の構成 

後
付
け 

末
文 

本
文 

前
文 

課  題 

〈具体的な指導事例〉 
１平仮名で書かれた文章を、学習した漢字を用
いて書き直す。 

２書いた文章を比較して適切に漢字を用いるこ
との良さについて話し合う。 

ノートなど自分の書いた文や文
章の中で漢字を正しく使うこと
ができているか振り返る時間を
もつようにしましょう。 

作成したカードを掲示したり、まとめ
てとじておいたりするなど、必要なと
きには、いつでも使えるような言語環
境をつくりましょう。 

２二           ★手紙の後付けに必要な、日付、署名、宛て名のそれぞれの位置について、適切なものを選択

する。                      〔正答率 大阪市:37.5% 全国:41.5%〕 

学習指導要領における領域  [第５学年及び第６学年]  Ｂ 書くこと 

設問の概要 

日
付 

相
手
の
名
前 

自
分
の
名
前 

前文 

季節の言葉や自己紹介などを書く 

本文 

体験して気付いたこと 

一番心に残っていること 

新たに疑問に思ったこと など 

末文 

別れのあいさつ、相手を気遣う言

葉などを書く 
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発言の意図を捉えること 

目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

２三     ★▼「水やりに協力してくれる人をぼ集します」の  イ  に入る内容を、中学生の【アドバ
イス】を基に書く。              〔正答率 大阪市:28.5％ 全国:33.0％〕 

 

３二     ★「きつねの写真」を読んだあとの話合いにおけるア・イの発言の意図として適切なものを選
択する。                     〔正答率 大阪市:22.9％ 全国:28.0％〕 

学習指導要領における領域  [第５学年及び第６学年] Ｂ 書くこと 

設問の概要 

物語を読んで感想を伝え合い、自分の考えを広げたり深めたりする 

課  題 

【 国語 Ｂ】（主として「活用」に関する問題） 

授業の改善・充実を 
図る際の参考事例 

「平成29年度全国学力・学習状況調査を踏まえた授業アイディア例」P.3～8 

ものの見方や考え方を広げるために、物語

を読んで感想を伝え合い、一人一人の感じ方

に違いがあることに気付き、自分の考えを広

げたり深めたりすることができるように指導

することが大切である。 

課  題 

目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことができるようにする 

読み手に自分の考えが伝わる

ような文章を書くためには、目

的や意図に応じ、取材した情報

から必要な内容を整理すること

ができるように指導していくこ

とが大切である。 

国語科のみならず、各教科等

においても、意図的、計画的に

設定することが必要である。 

事実と感想、意見などを区別した上で、目的や意図に応じて、詳しく書く場合と、簡単に
書く場合とを適切に判断できるように指導することが大切です。 

相手の考えがどの叙述に基づいているのか明確にするために、お互いに質問し合い、補完
し合うことが大切です。 

それは、どこからそう思ったの。 

○○さんの言いたいことは・・・・というこ

となんだね。 

物語を読んで感想を伝え合う場合 

まず、自分の考えがどの叙述に基づいて
いるのかを明らかにしましょう。 

設問の概要 

学習指導要領における領域  [第５学年及び第６学年] Ｃ 読むこと 

必要な事柄を整理し簡単に書く場合 

どのような構成で内容が組み立てられているのかを捉える

ことができるようにしましょう。 

な 

か 

お
わ
り 

は
じ
め 

<友達の考えを聞いて〉 

話 題 

大変だった理由②と事例② 

大変だった理由①と事例① 

まとめ 


